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　本書は、香港在住の英語と広東語のバイリンガル幼児（ 1 – 4 歳前後）6 人の統語発達を、言語
接触現象との比較という視点を取り入れながら理論的かつ実践的に検証し、個人レベルでの言語
発達と社会レベルの現象である言語接触との密接な関連性について追究したものである。およそ
10 年間をかけて筆者ら自身の子を含む 6 人の幼児の発話データを集め膨大な言語コーパス（香港
バイリンガル幼児コーパス）を築き上げ、それに基き統語発達を詳細に分析した、Yip と Matthews
によるバイリンガル研究の集大成である。この本が取り組む研究課題は、現在の幼児バイリンガ
ルの言語発達研究において最も中心的な課題を含む以下の 3 つである：1 ）バイリンガルの言語
























4 人は広東語が優勢、 1 人は英語が強く、 もう 1 人は極めてバランスのとれたバイリンガルであ
る。











































のほうが弱い子ども達でも、広東語の所格（ at ）前置詞句ならびに give を使った与格構文におい
































































疑問を覚える。これは言語間の影響が起こる原因として他の統語構造（ wh 疑問文、 関係節）で
も同じように指摘されていることで、項の省略がなぜこれらの構造に比べて習得が遅れるのかの
説明になっていない。むしろこれは、項の省略が統語のみでなく語用論の領域とも関連するから
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